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本学位論文の研究目的は、 Assessmentand Risk Control（以下 ARC)シートの有用性や改善点を

明らかにすることを目的としている。看護師による ARCシートを活用した問診による治療のインターバル

における体調変化の評価と、安全で効果的ながん薬物療法の実施に関して検討を行っている。

対象は、がん薬物療法を受けた腫瘍内科外来受診患者で ARCシート使用群 144名、使用なし群 30

名の計 174名で分析の対象としたのは 160名である。患者アンケートの内容は、①治療の有害事象の

伝えやすさ②コミュニケーションのしやすさ③間診の適格さ④看護師の対応への安心感⑤診察前問診

を受ける仕組みの 5つであり 5段階で評価をしている。

ARCシートの使用群と使用なし群を比較すると、 ARCシートの使用群で有意に味覚障害 (p=0.003)と

ロ内炎(p=0.017)の症状を医療者に伝えやすいと回答していた。がん薬物療法当日の有害事象とインタ

ーバルの有害事象の症状の把握に大きな差はないが、 ARCシートの使用によって、 gradeO,lの“症状な

し”あるいは、“軽度”も総合的に記載がされたていた。

ARCシートの使用は、口内炎と味覚障害の把握に有用であり、かつ、 CTCAEのgradeO,Iの有害事象

も網羅的に評価が可能となる。看護師による問診と ARCシートを組み合わせることで、積極的に語られ

ない有害事象も拾いあげることができることが可能となる。

今後も、 ARCシートのさらなる精錬と安全で効果的ながん薬物療法のための看護介入方法の開発

を目指した研究を継続するということである。本研究結果は、保健医療分野の臨床看護の実践に

大きく寄与する有用な知見であり、保健医療学の学術に寄与するものであると判断した。

本論文は本学大学院学位論文（博士）審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。


